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公民連携による都市公園管理及び利活用 

～スケートパークを活用したまちづくり～ 

 

中口 敬太 

 

茨城県 笠間市 都市建設部 都市計画課 （〒309-1792 茨城県笠間市中央三丁目 2 番 1 号） 

 

笠間芸術の森公園スケートパークは，県営笠間芸術の森公園にさらなる魅力向上や地

域活性化を目的に，県と市の協力のもと新たに 2021 年４月に開園したスケートパーク

である。施設の整備効果を最大限に発揮し，効率的で質の高い持続可能なサービスの提

供を図るため，様々な公民連携手法を取り入れた。本稿ではその取り組みについて報告

する。 
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1. はじめに 

 

近年，都市を取り巻く社会環境は大きく変

化しており，都市公園においては，少子高齢

化等に伴う利用形態の変化や多様化，施設の

老朽化の進展，管理費の増大等により，その

魅力を十分に発揮できていない公園も散見

される。 

限られた財源の中で，「公」は安全に関わ

る維持・管理が優先となり，多様なニーズへ

の対応には限界が生じている。そこで，豊富

なノウハウやアイディアを有し，柔軟性に優

れた民間企業や NPO 法人等の「民」が運営に

参画する公民連携（PPP： Public Private 

Partnership）を拡充し，多様な主体が公園

に関わっていくことで，財政負担の軽減と，

公園の質の向上を両立する仕組みづくりが

重要といえる。 

本稿は，都市公園に公民連携手法を導入し

た事例について述べるものである。 

 

2. 笠間芸術の森公園の現状 

 

(1)管理の現状 

笠間芸術の森公園は，茨城の新しい文化の

発信基地として，伝統工芸と新しい造形美術

をテーマに，1992 年に開園した計画面積

54.6ha の県営都市公園である（図-1）。 

現在までに 38.4ha が供用開始されており，

「笠間の陶炎祭」をはじめとする市内の主要

イベントの会場となっているほか，陶造形物

が屋外に展示されている陶の杜，県陶芸美術

館，ローラー滑り台やふわふわドームが人気

のあそびの杜などが整備されている。また，

公園に隣接して，陶芸体験等ができる笠間工

芸の丘や県立笠間陶芸大学校が立地してい

る。 

県陶芸美術館を除く公園全域について，市

が県から指定管理及び管理許可を受けて管

理しており，県と市が各々管理費を負担して

いる。 
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(2)スケートパーク整備事業 

前述のように多彩な施設を有し，多くの来

園者に親しまれている当該公園であるが，残

されている未供用区域の活用が課題となっ

ていた。2014 年度に未開園エリアの整備につ

いて県と市で検討に入り，若者層の集客や広

域からの誘客，近隣にない施設ということを

考慮し，2016 年に東京オリンピックの正式種

目としてスケートボードが採用されたこと

も後押しとなり，条件に合うスケートパーク

に決定した。 

コンセプトとしては，関東最大級の規模，

国際大会開催も可能な高水準，初心者から上

級者まで誰もが楽しめる施設とし，全国から

集客を目指すこととした。役割分担について

は，県が設計・整備を行い，市は一部施設の

整備と施工後の管理を担うこととなった。 

2019 年 1 月に現場着手し，多数の工事（県

及び市の発注）の同時施工による現場輻輳や，

専門性の高い特殊工法の採用など，施工管理

は困難であったが，東京オリンピックを間近

に控えた 2021 年４月に開園を迎えることが

できた（図-2，図-3）。 

 

3. 公民連携の主な取り組み 

 

笠間市では，「笠間市公民連携に係る基本

方針」を策定し，全ての分野におけるソフト

及びハード事業を対象として，公民連携を推

進しているところである。スケートパーク整

備にあたっても，その整備効果を最大限に発

揮し，効率的で質の高い持続可能なサービス

提供を図るため，様々な形で公民連携の取り

組みを行った。 

 

(1)指定管理者制度の導入 

スケートパークという施設の特殊性から，

「公」で管理運営し維持し続けることは困難

と考え，運営のノウハウを持った「民」によ

る指定管理制度を導入した。 

指定管理者の公募にあたり，指定管理料を

支払わない独立採算の運営を前提としてい

たことから，民間事業者の手が挙がらないこ

とが懸念された。そこで，事前に民間施設の

運営状況の視察やヒアリングを実施し，その

結果を踏まえ，以下の条件を設定した。 

a)指定期間の長期化 

市のガイドラインでは標準を５年として

いるが，民間の初期投資の回収等を考慮し 10

年間の指定期間を設定した。 

b)候補者の早期選定 

通常は供用中の施設又は新たな施設の完

成時点で指定管理者を公募するが，今回はス

ケートパークの設計前に指定管理者の候補

者を選定することとした。これにより，施設

設計・運営等について専門知識や経験を有す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 笠間芸術の森公園全体図 

図-2 ムラサキパークかさま全景 図-3 スケートパーク利用状況 
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る候補者から助言を受けることができ，行政

のノウハウ不足を補うとともに，指定管理者

が管理しやすい施設の実現を図った。 

この結果，自社のスケートパークの運営実

績やスケートボードの大会・イベントの豊富

な開催実績を持つ，株式会社ムラサキスポー

ツの選定に繋がった。 

 

(2)ネーミングライツの導入 

指定管理者制度と併せ，市では初めてとな

るネーミングライツ制度を導入した。指定管

理者と優先交渉を行ったところ，条件が折り

合ったため「ムラサキパークかさま」の採用

となった（図-4）。 

指定管理者自らが付した愛称となったこ

とで，運営に対するモチベーションがさらに

高まるとともに，施設のブランド力向上にも

繋がっていると感じられる。 

 

(3)導入の効果 

公民連携の取り組みを導入した効果とし

て，以下のことが挙げられる。 

a)財政負担軽減 

独立採算の指定管理により維持管理コス

ト縮減が図られた。また，ネーミングライツ

の実施により施設修繕等の財源確保に繋が

っている。 

b)魅力向上 

利用者に寄り添ったサービスの提供によ

り，狙い通り若者や広域からの集客ができて

いる。技術や経験を持つスタッフによる管理

は，利用者の評判も良く，休日はもちろんの

こと平日でも多くの人が来園し，大いに盛り

上がりを見せている。 

また，アメリカやフランスの五輪事前合宿

地に選ばれたことも，公民連携により優れた

パーク設計を行った効果といえる。 

 

 

4. その他の公民連携の取り組み 

 

(1)笠間スポーツコミッションの設立 

地域スポーツコミッションは，地方公共団

体，スポーツ団体，民間企業（観光産業，ス

ポーツ産業）等が一体となり，スポーツを通

じた持続的なまちづくり・地域活性化に取り

組む公民連携組織である（図-5）。スケート

パーク整備を契機として，このような新組織

を設立することで，指定管理者の運営を地域

が一丸となってバックアップし，スケートパ

ークを単なるスポーツ拠点のみならず，地域

活力向上の大きな波及効果につなげること

を目指した。 

この組織を中心として，市民向けのスケー

トボード普及イベントを開催したほか，日本

スケートボード選手権の誘致を実現するこ

とができた（図-6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-4 稲田石と笠間焼の園銘板 

図-5 笠間スポーツコミッション概要 

図-6 日本スケートボード選手権の様子 
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(2)利活用促進を担う民間人材の活用 

a)地域おこし協力隊 

地域おこし協力隊は，都市部から地方に移

住して，地域ブランド創出や地場産品の開

発・広報等の支援を行いながら，定住・定着

を図る取り組みである。本年は「スケートパ

ークを生かした地域活性化」に従事する隊員

を採用しており，他の隊員と協力した飲食店

の出店など，独自の企画でパークを盛り上げ

ている。 

b)地域活性化起業人 

都市部の企業の社員が，一定期間，地方公

共団体に勤務し，ノウハウや知見を活かし地

域独自の魅力や価値の向上に繋がる業務に

従事することで，地方への人の流れを創出す

る取り組みである。(株)ルネサンスから人材

を受け入れ，スポーツを生かした活力あるま

ちづくりに向け取り組んでいる。 

 

 

5. スケートパークの整備効果 

 

(1)利用状況 

 開園から約１年が経過したが，コロナ禍に

よる影響がありながらも，年間約 15,000 人

が入場している。入場者の大半が若年層であ

り，また市外からの入場者が約９割を占めて

いることからも，当初の目的であった若年層

や広域からの集客は達成できていると感じ

ている。 

 

(2)地域への波及効果 

実施したアンケート結果によると，市内で

の食事やお土産の購入などが半数以上を占

めてきており，地域への経済効果も少しずつ

ではあるが着実に出てきている。 

また，大会等によるメディアへの露出を通

じて笠間市への注目が高まってきており，ス

ケートボードのまちとして，地域ブランディ

ングの波及効果も現れてきていると感じて

いる。 

 

6. おわりに 

 

他の県営都市公園においても，Park-PFI

の導入が進んでおり，笠間芸術の森公園でも

マーケットサウンディングが実施されるな

ど，公園はまだまだ魅力向上の可能性を秘め

ている。 

今回の経験を通じ，より良い公民連携のた

めには「何か民間のアイディアが欲しい」，

「今より安くしたい」という漠然とした考え

ではなく，「公」の明確な方針を確立し共有

したうえで，「対等」・「WIN-WIN」・「信頼」の

関係構築が重要だと感じた。 

都市公園の維持管理や魅力向上を「民」に

委ねるにあたり，「公」の側も「民」がその

力を十分に発揮していける環境整備が求め

られる。「公園の将来像の明確化」，「公園利

活用の公平性の確保」，「市内部を含めた利害

関係者の調整」などは「公」にしかできない

役割であり，コーディネート機能を果たして

いく必要がある。 

最後に，公民連携はあくまで住民サービス

向上の手段であり，連携そのものが目的化し

ないよう，利用者に目を向けることを忘れず

に今後も取り組んでいきたい。 
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図-7 ムラサキパークかさまロゴマーク 


